
シンボルマークや社名の書体（これらを総称して
ロゴマーク）には、会社のビジョンや経営理念な
どさまざまな想いが詰まっています。そうした各
社各様のロゴマークをご紹介します。 

本　　社 ： 大阪市東成区深江北１丁目１７番２４号

創　　業 ： 1925（大正１４）年 5 月

資 本 金 ： 1,000 万円

従業員数 ： 60 名 （2024 年 2 月末現在）

会社概要

株式会社 赤松電機製作所

Ｑ1. 事業内容をご紹介ください
金属加工工場の環境改善に特化した環境機器メーカーです。

切削加工時に発生するミストを吸引するミストコレクター

を主力製品とし、微細ミストや油煙に対応する高性能タイプ、

省エネタイプ、省人化タイプなど多彩なラインナップを展開。

さらに、溶接現場向けのヒュームコレクターも製造し、溶接

ヒュームを除去することで安全な作業環境を提供しています。

Ｑ2. ロゴマークに込めた思いをお聞かせください
ロゴマークに、というよりブランド名に込めた想いになり

ますが、昭和初期の頃、当社製品は電動機（モーター）を

使って動く機械だったため軍需が拡大し、強いイメージの

ブランド名が必要となりました。

そこで1939（昭和14）年、公式に「鬼風（オニカゼ）」が

誕生しました。当初は漢字表記の「鬼風」でしたが、1992

年にグローバル化に対応し、ローマ字表記の「ONIKAZE」へ

と進化。世界へ挑戦する決意とともに、私たちのものづく

りの精神を受け継いでいます。

Ｑ3. 貴社の強み、アピールポイントをお聞かせください
業界屈指のミストコレクター専門メーカーとして、常にお客

様の声に耳を傾け、長くご使用いただける「使いやすさ」を

追求した製品づくりに取り組んでいます。

これまでに蓄積した豊富なノウハウを生かし、お客様の課題

を的確に捉え、環境改善に最適なアドバイスや提案を提供で

きることが強みです。

企業サイトにリンクします

株式会社　赤松電機製作所

油煙を補集できるファイナルフィルターを
標準搭載しているオニカゼヘビースモーカー（HVS）

経営方針

本社工場

会社概要

第8８回

株式会社　カワジュンインダストリー

この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。

代表取締役　堀　秀弥  氏

私
が
大
切
に
し
て
い
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言
葉

連
載

◆本 社 所 在 地
◆業 種・製 品

◆創     業
◆資    本    金
◆従 業 員 数

東京都葛飾区四つ木 5-6-24
金属製品のめっき加工、
建築金物、自動車関連部品
2003（平成 15）年 1月
9,900 万円
110 名

礼 

節
私が大切にしている言葉は「礼節」です。それは相手を尊重し、
敬意をもって接する姿勢でありたいとの思いからです。どんな物事
もひとりで成しえることはできません。ご依頼をしてくださるお客
様、それに応えてくれる社員、協力してくださるお取引先様、多く
の方々に支えられ達成されるものです。関わる方々へ礼節をもって
向き合うことは、物事を円滑に推し進める力となり、信頼と協調を
生む基盤となります。実際、無用な対立を避け、より良い結果へと
導かれた多くの経験に、礼節の大切さを実感してきました。そして
何より、尊敬し信頼を築いてきた方々と、成功の喜びを分かち合え
ることは、私にとってかけがえのない励みとなっています。
一方、近年はソーシャルメディア上に心ない誹謗中傷があふれ、
礼節を軽んじる風潮が社会に広がっているようにも感じます。それ
は個人や企業にとどまらず、国際社会においても、利己的で無礼な
言動が対立を生み、協力や共生の基盤を揺るがす要因となっている
のではないでしょうか。こうした時代だからこそ、「実るほど頭を
垂れる稲穂かな」の言葉の通り、成果を重ねるほどに謙虚さと礼節
を忘れずにいたい。そしてその精神が社員一人ひとりに息づき、企
業文化として未来へ受け継がれていくことを心から願っています。

企業サイトにリンクします
ドアノブへの装飾めっき
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